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福祉相談をご活用ください福祉相談をご活用ください
神奈川地協では、下記のような福祉に関する相談窓
口として、福祉相談員が常駐しています。お気軽にご
相談ください。 

● 働く障害者に関わるご相談 
● 老人介護や介護保険に関わるご相談 
● 障害を持つお子さんの医療・教育相談 

Ａ． 

連 絡 先連 絡 先

〒210-0844 
川崎市川崎区渡田新町3-2-8
ＴＥＬ：０４４-３３３-７７６６
ＦＡＸ：０４４-３３３-２１１３
E-Mail：fukushi@denkikanagawa.or.jp

Ｑ．障害者には、年金が支給されると聞いたのですが? 

｢障害基礎年金｣｢障害厚生年金」などがあります。 

申請は、役所の窓口で行いますが、障害の状態や障害

を認定されたときの年齢などによって、受給の状況が

変わってきます。まずは、地協の福祉相談員にご相談

ください。 

沖縄の海でふれあいの輪が広がった 沖縄の海でふれあいの輪が広がった 

沖縄ふれ愛の旅も今回で２６回目を迎えまし

た。この活動は、障害を持つ組合員やそのご家族

と、神奈川地協傘下の組合員によるボランティア

が共に理解し、ふれあう場として例年開催してい

る特徴ある活動です。今回は障害者１７名に対

し、１８名のボランティアと事務局スタッフが参

加しました。 

5月12日～14日5月12日～14日《沖縄ふれ愛の旅開催》《沖縄ふれ愛の旅開催》

何でもＱ＆Ａ
電機連合神奈川地方協議会 

福祉相談員 : 小川 

《参加者の家族からのコメント》 

いただいた写真を見ながら、旅行の話を再び楽

しそうにしてくれました。何事も経験・体験と思

っていても、家族だけではできないことがありま

す。今回のようにボランティアの人たちと旅行す

る機会を作っていただき感謝いたしております。 

 

地協の地協の
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ボランティア体験しませんか？ 

ティッシュボックスのデザインをしてみませんか？ティッシュボックスのデザインをしてみませんか？

「団体援助金」って、ご存知ですか？「団体援助金」って、ご存知ですか？

例年実施しているティッシュペーパーによるカンパで寄せられた益金は、神奈川地協障害福祉活動の

財源となっています。 

このティッシュペーパーカンパで使われるティッシュボックスのデザインは、神奈川地協の組合員の

皆様から寄せられたデザインの中から選び、それを基に作成されています。 

2001年に募集したデザインの中から優秀賞・佳作に選ば

れた作品が、この4年間のティッシュペーパーボックスのデ

ザインを飾ってきました。 

そこで、本年は新たに、ティッシュボックスのデザインを

神奈川地協傘下の組合員の皆様を対象に公募したいと思って

おります。 

ご応募いただいた作品の中から、優秀賞1作品、佳作3作品

を選考し、本年度から向こう4年間のティッシュペーパーカ

ンパのボックスのデザインに起用させていただきます。神奈

川地協の障害福祉活動をイメージしたデザインのご応募をお

待ちしております。 

詳細な募集要項等については、組合または神奈川地協 小川(044-333-7766)までご連絡ください。 

神奈川地協障害福祉委員会では、地域で障害福祉に関する活動を展開しているものの、行政団体な

どからの補助金などの支援が受けられず地道に活動を進めている団体は多くあります。 

これらの団体に対して、援助金を交付するのが、神奈川地協障害福祉委員会の「団体援助金」です。

下記のような条件にかなう団体がありましたら、随時申請を受け付けています。詳細な要綱や、申請

用紙などは、組合または神奈川地協 小川(044-333-7766)までご連絡ください。 

● 申請者が、電機連合神奈川地方協議会傘下の労働組合の組合員であること。 

● 申請者またはその家族が、対象団体の活動に直接参加し、障害児・者の地域 

　 生活のために活動していること。 

● 地域の行政団体などから補助金などの支援を受けていないこと。 

支給条件

前回優秀賞作品 

前回佳作の
3作品→

副賞（商品券5万円分） 

副賞（商品券3万円分） 

粗 品 贈 呈 

優 秀 賞 

佳 作 

参 加 賞 

1 作 品 

3 作 品 


